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 要  旨 
 近年,e-Learning が盛んになっており、教材をデジタル化して学習者へ効果的な学習支援が行われはじめてい
る．本研究ではデジタル化した教材をもとに，歴史事象を対象とした相互主導型対話システムを構築し，学習者
に対話を通じて歴史事象間の因果関係を理解することを目的にした．歴史分野を理解するためには，「主要な時
代の転換期における政権の移行」等の法則性を歴史事象間の因果関係から学ぶことが重要である．本研究では学
習者に歴史分野の法則性を理解させるため，相互主導対話を実行させるのに必要な事象間の因果関係の知識構造
を提案した． 
 以上のことを踏まえて、本研究では相互主導対話を行うために以下の機能を実装した． 
（１）教材の文書から知識ベースを生成する機能 
 相互主導対話で必要となる知識ベースを習得するため、教授者が作成した教材の文章を格フレームへ変換し、
その格フレームから知識ベースを自動生成する．格フレームとは，教材の個々の文の内容を格解析を行い要約し
たものである．本研究の知識ベースはフレーム構造であり，格フレームのデータを適したスロットへ格納するこ
とを行う． 
（２）対話内容から学習者の理解状態を推測する機能 
 相互主導対話により学習者はシステムからある知識に関する話題を提供される．対話の話題ではシステムから
の質問があり，学習者はこの質問に答えることで理解状態を変化させる．相互主導対話では学習者の理解状態を
随時更新しなくてはならない．この理解状態は，システムの質問に対する学習者の回答内容を解析した結果をも
とに更新される．本研究では学習者の知識の理解状態を学習者モデルで表現し、対話による知識状態の変化を推
測することで学習者モデルを更新する． 
（３）学習者の理解状態から対話の話題を決定する機能 
 同じ話題で対話を行ったとしても、全ての学習者が同じように知識の理解状態を変化させているわけではない．
それは，システムからの質問に対する回答が異なっているためである．そのため、個々の学習者の理解状態に合
わせた話題を提供しなければならない．本研究では歴史分野の内容の複合度から知識を階層分けしており，シス
テムは学習者の知識の理解状態を階層毎に把握している．この個々の階層の状態に対してプロダクションルール
を用いて、学習者の理解状態から教授方略をもとにして対話の話題を決定する． 
 これらの機能を有する相互主導対話システムを構築し、その有効性を確かめた．  
 
